
子供を大切にするように、教職員を大切にする学校でありたい。 

学級、学年、学校、教職員、保護者、地域の方々、全ての「人とつながる」 

論理や思考、コミュニケーション･表現や感性・情緒の基盤である「言葉でつながる」 

  あいさつが響き合い、子供同士、子供と大人、教職員と保護者・地域の人々と「心がつながる」 

 

予測できない変化を受け止め、正面から向き合い、主体的に関わろうとする子供。AIには代

替できない創造性を発揮する子供。未知の課題を思索し、協働して新たな価値観や行動を生み

出し、豊かで活力ある未来を創造する子供。そんな新たな時代を担う人材を育成します。 

３  『未来を創造する子』  S o c i e t y 5 . 0 時代を主体的に生き抜く 
 

 

「一人に一つ」のかけがえのない命を守ることは、学校の最大の責務です。危険予知、危機管

理、安全配慮に全力を尽くし、子供たちの安全を学校生活の全てに優先させます。そして、いじ

めや体罰などの人権侵害を許さず、誰もが安心して過ごすことのできる学校風土を築きます。 

 

 

１  『安全・安心』  学校は「安全」で「安心」できる場であること 
 

 

学校の判断基準は、「子供にとってどうか」です。子供にとってよりよい教育を行うのが学校

です。子供一人一人を大切にし、一人一人を生かしていきます。そして、子供が主体的に学び・

考え、成長し続ける力を付けることで、「学校が楽しい。学校に行きたい。」につなげます。 

 

 

２ 『ワクワクする授業』 授業が楽しい、学校が大好き、学校に行きたい 
 

 
 

 

１ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 基 本 理 念    

ハートフル富士見丘！  
   

 

 

 
 
人類の未来を創造し、未来を守るのは、今の子供たちです。その子供たちを育てる学校教育は、未

来を創る仕事とも言えます。つまり、教育は未来からの負託です。私たちは子供たち一人一人の人格

を尊重し、未来社会を担える人材を育てる責務を全力で全うしていきます。 

 

２ 基 本 方 針 
 

 
 
 
   
 

 
 

 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 
 

“誰一人取り残さない”
持続可能で多様性と包
摂性のある社会を実現
のため、2030 年を年限 
とする 17 の国際目標 
『ＳＤＧｓ』が定められて
います。本校では様々な 
SDGｓへの取組を通じて 
Society5.0 時代を生き
る「未来の守護者」を育 
てて参ります。 

 

昭島市立富士見丘小学校   

学 校 経 営 方 針  令和５年４月１日 校長 稲垣 達也 

 

令 和 ５ 年 度 人とつながる 言葉でつながる 心がつながる 

誰もが笑顔の『垣根のない学校』 

１ 子供は、未来の守護者。子供は、未来からの留学生。 

２ 教育は、未来からの負託を受けた極めて責任のある仕事である。 

３ 職員は、仕事に自ら付加価値を付けてこそプロである。 
 

教育理念 

７０年の歴史と伝統のある学校として、以下の３点を約束します 

結果に責任をもつ  


